


－ 西播磨の「エーとこ」への想い －

西播磨には、歴史・文化・自然など数多くの資源があります。

その中で地元の小さな地域でしか存在を知られず、
広く人目に触れないものもたくさん存在します。

そのような隠れた地域資源を「エーとこ」と名づけました。

そしてこの２年間フィールドワークを通じて探し求め、
いろんな「エーとこ」にめぐり逢うことができました。

今この冊子を手にした瞬間、貴方と「エーとこ」に小さな縁が生まれました。

せっかくですので、もう少しだけページをめくってみてください。

記事や写真の中で初めて目にし、そして惹かれるものがあれば、
できれば本誌を片手に現地まで赴き、本物を体感して欲しいのです。

そんな想いでできあがった小誌ですが、
陰に隠れた「エーとこ」にキラリ☆と光が当たり、
西播磨の良さをひとつでも多く見つけていただければ幸いです。

平成２８年３月
キラリ発見☆西播磨 ～光を当てる♪～

チーム一同

室津某所



１ 宍粟市 城下町山崎の魅力／伝説の地や歴史・文化を巡って

３ たつの市 城下町龍野／江戸の面影を残す室津

５ 赤穂市 遺跡との触れ合い／赤穂は忠臣蔵以外にも…

７ 相生市 みなと町相生の魅力再発見

９ 太子町 聖徳太子と宮本武蔵をしのぶ

11 佐用町 歴史が息づく景観／守り続けられる棚田

13 上郡町 赤松円心ここにあり！／郷土の誇り 大鳥圭介

15 西粟倉村(岡山県) 豊かな森林資源との共生

16 備前市(岡山県) 海辺のまち日生と備前焼のまち伊部

裏表紙 西播磨50の玉手箱
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ぼく、キラ坊♪

今からいろいろ
案内するよ



1

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
で
、
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の

地
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
宍
粟
市
の
山
崎
城
下
町
。

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
と
と
も
に
城
下
町
を
巡
り
、
当
時
の
面
影
が
残
る

ま
ち
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

①本多公園
宍粟市山崎町鹿沢
中国自動車道山崎インターから徒歩10分
入園料：無料

①
本
多
公
園

官
兵
衛
が
羽
柴
秀
吉
か
ら
山
崎
を
領

地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
は
、
天
正
12

年(

１
５
８
４)

で
す
。
し
か
し
、
四

国
・
九
州
を
平
定
す
る
た
め
、
山
崎
に

は
あ
ま
り
滞
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
城
は
、
現

在
の
篠
ノ
丸
城
（
山
城
）
で
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

慶
長
５
年(

１
６
０
０)

に
姫
路
城
主

池
田
輝
政
の
支
配
下
と
な
っ
た
山
崎
は
、

四
男
・
輝
澄
に
よ
っ
て
、
城
下
町
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。
山
崎
に
は
、
当
時
の

町
割
り
が
今
も
残
り
、
山
崎
陣
屋
の
跡

地
は
、
小
学
校
や
中
学
校
、
図
書
館
な

ど
が
あ
り
、
山
崎
藩
を
治
め
た
本
多
氏

の
名
を
冠
し
た
本
多
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

②徳川家ゆかりの青蓮寺（しょうれんじ）

宍粟市

③本多家の菩提寺、大雲寺（だいうんじ）

②青蓮寺
宍粟市山崎町山崎170
中国自動車道山崎インターから徒歩10分
拝観料：無料

③大雲寺
宍粟市山崎町上寺169
中国自動車道山崎インターから徒歩20分
拝観料：無料



２

宍
粟
市
北
部
は
、
滝
や
渓
流
、
森
林
、
棚
田
が
広
が
る
風
光
明
媚
な
土
地
で
す
。

豊
か
な
自
然
が
広
が
る
地
域
に
は
、
独
特
の
歴
史
や
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

地
域
に
残
る
伝
説
の
地
や
祭
り
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。

④
庭
田
神
社

「
ぬ
く
ゐ
川
」
の
泉

一
宮
町
能
倉
（
よ
く
ら
）
に
鎮
座

す
る
庭
田
神
社
は
、
境
内
後
方
に
「

ぬ
く
ゐ
川
」
と
呼
ば
れ
る
霊
地
が
あ

り
清
泉
が
湧
き
出
て
い
ま
す
。

古
伝
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
、
こ

の
地
で
発
見
さ
れ
た
日
本
酒
に
つ
い

て
明
記
さ
れ
て
お
り
、
『
庭
田
神
社

は
、
日
本
酒
発
祥
の
地
』
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ぬ
く
ゐ
川
の
泉
は
、
現
在
も
夏
は

冷
水
、
冬
は
温
水
が
湧
き
出
て
い
ま

す
。

⑥
古
来
の
伝
統
が
根
付
く
里

波
賀
町
安
賀

道
の
駅
み
な
み
波
賀
の
後
方
を
流
れ

る
引
原
川
に
は
、
地
元
で
『
夫
婦
岩
』

や
『
精
霊
岩
』
と
呼
ば
れ
る
岩
が
あ
り
、

河
原
で
は
、
精
霊
流
し
や
「
と
ん
ど
」

な
ど
の
伝
統
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
前
に
、
散
策
す
る
た
め
の
案

内
板
が
あ
り
ま
す
。

▲家原遺跡公園にある竪穴式住居と明治の宍粟市歴史資料館

⑦
妙
見
夏
祭
り

夏
休
み
に
入
っ
た
頃(

７
月
下

旬)
に
あ
る
宍
粟
市
千
種
町
の
夏

の
風
物
詩
。

昼
の
部
は
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

演
奏
・
抽
選
会
、
夜
の
部
は
歌

謡
・
お
笑
い
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。

⑤
家
原(

え
ば
ら)

遺
跡
公
園

縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
至
る
住
居
跡

が
あ
る
大
規
模
な
複
合
遺
跡
で
、
西
日

本
有
数
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

公
園
に
は
、
宍
粟
市
歴
史
資
料
館
も

あ
り
、
宍
粟
市
の
歴
史
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

▲ぬくゐ川の泉

④庭田神社と「ぬくゐ川」の泉 ⑥波賀町安賀（道の駅みなみ波賀）
宍粟市一宮町能倉1286 宍粟市波賀町安賀8-1
中国自動車道山崎インターから国道29号で25分 中国自動車道山崎インターより国道29号で30分

⑤家原遺跡公園 ⑦妙見夏祭り
宍粟市一宮町三方町633ほか 宍粟市千種町千草29（千種小学校）
中国自動車道山崎インターから国道29号で40分 開催時期：7月下旬（年によって異なる）
曲里交差点を右折県道6号 40分 問合せ：妙見夏まつり実行委員会

宍粟市歴史資料館は入館料大人300円小中学生150円 ☎0790-76-2066

▲引原川沿いに遊歩道が整備されている▲勇壮な和太鼓演奏など多彩なステージ！
宍粟市キャラクター しーたん



３

⑧
⑨
⑩
城
下
町
龍
野
な
ど

夕
焼
け
～
小
焼
け
の
赤
と
ん
ぼ
～
♪

龍
野
は
、
童
謡
赤
と
ん
ぼ
の
作
者
三

木
露
風
の
出
身
地
で
す
。

露
風
の
生
家
を
は
じ
め
彼
を
偲
ぶ
ス

ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
彼
を
は

じ
め
龍
野
が
生
ん
だ
文
学
者
の
足
跡
を

辿
る
な
ら
霞
城
館
（
か
じ
ょ
う
か
ん
）

を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

淡
口
醤
油
の
蔵
元
が
数
多
く
あ
る
こ

と
で
有
名
で
、
お
土
産
に
買
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

復
元
さ
れ
た
白
亜
の
城
壁
が
見
事
な

龍
野
城
は
、
春
に
な
る
と
桜
が
城
壁
に

映
え
て
美
し
く
彩
ら
れ
ま
す
。

近
く
に
あ
る
庭
園
の
聚
遠
亭
（
し
ゅ

う
え
ん
て
い
）
が
静
か
に
佇
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
市
街
の
眺
望
を
楽
し
め

ま
す
。

庭
園
内
の
御
涼
所
（
お
殿
様
の
休
憩

所
）
の
床
下
に
は
、
抜
け
穴
が
あ
り
、

当
時
の
緊
迫
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

⑧城下町龍野
山陽自動車道龍野インターより西へ10分
龍野観光駐車場あり（無料）
ＪＲ姫新線本竜野駅より徒歩30分

細
い
路
地
を
抜
け
る
と
ど
こ
に
繋
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か…

城
下
町
龍
野
を
歩
く
と
そ
ん
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
感
傷
に
浸
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
何
気
な
い
古
き
良
き
日
本
の
風
景
が
こ
こ
龍
野
に
は
確
か
に
存
在

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
心
に
し
み
る
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲三木露風をはじめ龍野ゆかりの人物の展示があ
る霞城館（上） 白壁が美しい龍野城（右）

▲龍野公園にある三木露風像

たつの市

⑨霞城館（かじょうかん）
開館時間：9時30分～17時
休館日：月曜日・祝日の翌日
料 金：大人200円 小・中学生100円

団体割引20人以上2割引
☎ 0791-63-2900

⑩龍野城
開館時間： 9時～17時
休館日：月曜日・祝日の翌日
料 金：無料
☎ 0791-63-0907

立派な醤油蔵が並ぶ
聚遠亭の庭園内にある御涼所



⑪
室
津
の
牡
蠣

目
の
前
に
栄
養
豊
富
な
瀬
戸
内
海
が

広
が
る
室
津
は
、
こ
こ
最
近
で
は
、
牡

蠣
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
熱
を
通
し
て
も
縮
ま
な
い
！
」

軒
を
並
べ
る
牡
蠣
小
屋
か
ら
そ
ん
な

威
勢
の
い
い
店
主
の
声
が
響
い
て
き
ま

す
。
牡
蠣
を
電
子
レ
ン
ジ
で
調
理
す
る

場
合
は
、
１
個
に
つ
き
１
分
が
目
安
だ

そ
う
で
す
。

魚
の
せ
り
が
行
わ
れ
る
漁
協
の
生
簀

（
い
け
す
）
を
覗
い
て
み
る
と
牡
蠣
以

外
に
も
近
海
で
取
れ
た
新
鮮
な
海
産
物

が
い
っ
ぱ
い
！

元
気
に
泳
ぎ
回
る
シ
ャ
コ
、
天
日
干

し
で
旨
み
を
凝
縮
し
た
い
わ
し
な
ど
、

足
を
運
ば
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
美
味
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

国
道
２
５
０
号
線
沿
い
に
あ
る
「
道

の
駅
み
つ
」
は
、
瀬
戸
内
海
を
眺
め
な

が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。

⑫
室
津
海
駅
館

お
な
か
が
一
杯
に
な
れ
ば
、
室
津
の

ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

室
津
独
特
の
江
戸
建
築
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
室
津
海
駅
館
。

江
戸
時
代
に
は
珍
し
い
２
階
建
て
で

廻
船
問
屋
嶋
屋
の
遺
構
で
す
。
建
物
に

入
る
と
１
階
の
天
井
が
ず
い
ぶ
ん
低
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

「
昔
の
人
は
、
身
長
が
低
か
っ
た
か

ら…

」
と
い
う
の
は
、
知
っ
た
か
ぶ
り
。

な
ぜ
な
ら
２
階
の
部
屋
は
、
天
井
が
ず

い
ぶ
ん
高
い
か
ら
で
す
。

実
は
こ
れ
、
土
地
が
少
な
い
室
津
に

多
く
の
武
士
達
が
宿
泊
す
る
た
め
、
２

階
を
武
士
用
の
宿
泊
場
所
に
し
て
い
る

た
め
。
１
階
の
天
井
が
低
い
の
は
、
外

か
ら
２
階
建
て
で
あ
る
こ
と
を
分
か
り

に
く
く
す
る
た
め
で
す
。

こ
ん
な
不
思
議
な
建
物
が
見
ら
れ
る

の
も
、
室
津
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

⑬
賀
茂
神
社

賀
茂
神
社
か
ら
の
眺
め
は
、
世
界
を

巡
っ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
に
「
こ
れ
ま
で
日

本
で
見
た
も
っ
と
も
美
し
い
景
色
の
ひ

と
つ
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
ほ
ど
の
絶

景
で
す
。

境
内
に
は
、
見
事
な
連
枝
の
榊
が
あ

り
、
末
永
い
夫
婦
仲
を
祈
り
絵
馬
が
掛

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
海
に
太
陽
の
光
が
弾
む
！

シ
ー
ボ
ル
ト
で
な
く
て
も
「
絶
景
！
」

と
叫
び
た
く
な
る
風
景
で
す
。

⑪室津の牡蠣（道の駅みつ）
たつの市御津町室津896-23
ＪＲ網干駅より車で20分、国道250号線姫路から車で30分
営業時間：9時～19時
電話番号：079-322-8500

⑬賀茂神社
たつの市御津町室津75
山陽電鉄「山陽網干駅」下車神姫バス大浦行「室津」下車、徒歩15分

⑫室津海駅館
たつの市御津町室津457
山陽電車「網干駅」下車、神姫バス大浦行「室津」下車
開館時間：9時30分～17時（入館は16時30分まで）
休館日：月（祝日は開館）、祝日の翌日（土、日の場合は、翌月曜日）

毎月末日、12月29日から翌年1月3日
入館料：高校生以上200円、小・中学生100円
☎079-324-0595

４

▲賀茂神社から瀬戸内海を望む

▲大漁旗にしばし見入る

漁港は海の幸でいっぱい♪



５

⑯
有
年
考
古
館

有
年
楢
原
に
は
、
日
本
一
小
さ
な
考

古
館
で
あ
る
有
年
考
古
館
が
あ
り
ま
す
。

眼
科
医
で
あ
る
村
岡
秀
夫
氏
が
昭
和
25

年
に
建
築
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
旧
赤
穂

郡
の
遺
跡
調
査
を
精
力
的
に
行
い
、
地

域
の
歴
史
を
紐
解
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
赤
穂
市
に
寄
贈
さ
れ
、
考
古

館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
本
館

に
は
、
氏
が
全
国
各
地
か
ら
収
集
し
た

考
古
・
民
俗
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑯有年考古館
山陽自動車道龍野西ICより車で25分
JR山陽本線有年駅より北西へ徒歩25分
営業時間：10時～16時

入館は15時30分まで
定休日：火曜日 (祝日の場合はその翌日)

年末年始(12月28日～1月4日)
☎ 0791-49-3488
入館料：無料

⑭沖田遺跡公園
国道2号「有年原三叉路」交差点を西へ2km
JR山陽本線有年駅より西へ徒歩30分

⑮田中遺跡公園
国道2号「有年原三叉路」交差点を北へ1km
JR山陽本線有年駅より北西へ徒歩20分
営業時間：10時～16時
定 休 日：沖田遺跡公園・田中遺跡公園とも火曜日（祝日の場合はその翌日）

年末年始（12月28日～1月4日）
☎ 0791-43-6962 赤穂市教育委員会文化財担当
入 園 料：無料

⑭
沖
田
遺
跡
公
園

東
有
年
の
沖
田
遺
跡
公
園
を
訪
れ
る

と
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け

て
の
竪
穴
住
居
、
そ
し
て
高
床
倉
庫
が

い
き
な
り
眼
前
に
広
が
り
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も

し
ば
ら
く
眺
め
て
い
る
と
、
当
時
の

人
々
の
日
常
生
活
が
脳
内
に
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
さ
れ
、
そ
の
中
に
自
分
も
佇
ん
で

い
る
も
の
と
錯
覚
し
ま
す
。

⑮
田
中
遺
跡
公
園

有
年
原
に
あ
る
田
中
遺
跡
公
園
で
は
、

弥
生
時
代
後
期
と
さ
れ
る
２
基
の
墳
丘

墓
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
１
号
墳
丘
墓
は
突
出
部

を
含
み
、
古
墳
時
代
に
大
き
な
権
力
を

示
す
前
方
後
円
墳
の
祖
形
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
周
溝
か
ら
は
、

装
飾
さ
れ
た
壺
と
そ
の
器
台
が
数
多
く

見
つ
か
り
、
墳
丘
墓
上
に
あ
る
そ
の
姿

は
、
ま
る
で
墓
主
を
守
護
す
る
か
の
如

く
、
陣
形
を
組
ん
で
外
敵
に
備
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

赤
穂
市
北
部
に
位
置
す
る
有
年
。
こ
こ
で
は
、
数
多
く
の
遺
跡
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

赤 穂 市

▲沖田遺跡公園の竪穴住居

▲田中遺跡公園の墳丘墓と装飾壷・器台

▲日本一小さな考古館
マスコットキャラクター
「うにゅちゃん」

小さな館内で過去を旅する
のも楽しみのひとつです♪
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⑳
山
鹿
素
行
像

山
鹿
素
行
は
、
赤
穂
藩
士
を
率
い
た

大
石
内
蔵
助
、
幕
末
維
新
の
指
導
者
・

吉
田
松
陰
、
明
治
の
英
雄
・
乃
木
希
典

な
ど
日
本
の
英
雄
に
大
き
な
影
響
を
与

え
続
け
た
と
さ
れ
、
日
本
人
と
し
て

知
っ
て
お
き
た
い
人
物
。

赤
穂
城
跡
二
の
丸
門
跡
付
近
に
胸
像

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
生
き
様
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
６

⑳山鹿素行像
山陽自動車道赤穂ICより
車で加里屋方面10分
JR播州赤穂駅から南へ徒歩約15分

⑰桃井ミュージアム
山陽自動車道赤穂ＩＣより車で御崎方面20分
営業時間：10時～16時
定休日：火曜日 ☎ 0791-56-9933
入館料：無料

▲雲火焼のコーヒーカップでティータイム♪

⑲坂越のまち並み
山陽自動車道赤穂ＩＣより車で坂越方面15分

JR坂越駅から神姫バス「坂越港」(約5分)下車
営業時間：10時～16時
定休日 ：旧坂越浦会所・坂越まち並み館は火曜日
奥藤酒造郷土館は祝・日曜日
旧坂越浦会所 ☎ 0791-48-7755
坂越まち並み館 ☎ 0791-48-7770
奥藤酒造郷土館 ☎ 0791-48-8005
入館料：無料

▲日本一の塩田問屋の展示館

⑱田淵記念館
山陽自動車道赤穂ICより車で御崎方面12分
JR播州赤穂駅からバス停｢川口町東｣(約15分)下車
営業時間：９時～17時（入館は16時30分まで)
火曜日・年末年始(12月28日～1月4日)
☎ 0791-42-0520
入館料：大人 200円 子ども 100円

⑲
坂
越
の
ま
ち
並
み

赤
穂
市
東
部
に
あ
る
坂
越
は
、
弧
を

描
く
特
徴
的
な
地
形
を
し
た
坂
越
湾
を

瀬
戸
内
海
に
構
え
、
瀬
戸
内
流
通
と
千

種
川
の
高
瀬
舟
流
通
を
つ
な
ぐ
拠
点
と

し
て
栄
え
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
ま
ち
並
み
は
、
沿
岸
の
み
な
ら

ず
、
千
種
川
と
坂
越
浦
を
つ
な
ぐ
「
大

道
」
沿
い
に
も
発
展
し
、
伝
統
的
な
和

風
建
築
を
基
調
と
し
た
歴
史
的
景
観
が

全
体
に
及
ん
で
い
ま
す
。

代
表
的
な
施
設
と
し
て
、
江
戸
時
代

に
赤
穂
藩
の
茶
屋
と
藩
主
専
用
部
屋
を

兼
ね
備
え
た
旧
坂
越
浦
会
所
、
ま
ち
並

み
の
拠
点
施
設
で
あ
る
坂
越
ま
ち
並
み

館
、
地
酒
「
忠
臣
蔵
」
の
現
役
の
酒
蔵

を
備
え
た
奥
藤
酒
造
郷
土
館
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 ⑱

田
淵
記
念
館

江
戸
時
代
初
期
よ
り
「
川
口
屋
」
の

屋
号
で
塩
田
・
塩
問
屋
・
塩
廻
船
業
を

営
み
繁
栄
を
極
め
た
田
淵
家
よ
り
、
赤

穂
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
茶
道
具
、
日
本
画
、

書
な
ど
の
保
存
と
公
開
を
目
的
に
開
館

し
ま
し
た
。
隣
地
に
あ
る
田
淵
氏
庭
園

は
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑰
桃
井
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

桃
井
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
雲
火
焼
作

家
で
あ
る
桃
井
香
子
氏
に
よ
り
展
示
館

と
し
て
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

赤
穂
独
特
で
幻
と
さ
れ
た
雲
火
焼
を

桃
井
氏
と
長
棟
州
彦
氏
で
復
元
し
、

数
々
の
印
象
的
な
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

瀬
戸
内
海
を
眼
下
に
望
む
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
に
は
、
多
種
多
様
な
水
琴
窟

を
展
示
し
て
お
り
、
奏
で
る
滴
音
に
日

頃
の
鬱
憤
も
あ
っ
と
い
う
間
に
解
消
さ

れ
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

雲
火
焼
の
容
器
で
喫
茶
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
優
雅
で
心
地
よ
い
ひ
と

と
き
を
満
喫
で
き
ま
す
。



７

相
生
は
、
赤
穂
藩
と
も
関
係
が
深
く
、
大
石
良
雄
別
邸
跡
、
神
崎
与
五
郎
孝
子

の
井
戸
な
ど
が
あ
り
、
町
名
に
大
石
町
と
残
す
ほ
ど
ゆ
か
り
の
深
い
土
地
で
す
。

瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
風
光
明
媚
な
万
葉
岬
に
は
、
つ
ば
き
園
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
珍
し
い
特
産
品
や
土
産
品
も
あ
り
ま
す
。

㉓
大
石
良
雄
別
邸
跡

元
禄
７
年
（
１
６
９
４
）
、
備
中
松

山
城
の
開
城
に
あ
た
っ
て
、
浅
野
内
匠

頭
が
城
の
受
取
り
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
病
気
の
た
め
家
老
の
大
石
良
雄
に

そ
の
名
代
を
命
じ
ま
し
た
。

大
石
は
、
流
血
を
好
ま
ず
、
備
中
松

山
城
を
無
血
開
城
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

功
に
よ
り
、
二
百
石
の
加
増
を
受
け
、

相
生
村
、
佐
方
村
、
那
波
浦
、
陸
村
、

池
之
内
村
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
石
は
、
中
世
以
来
の
相
生
の
名
家

海
老
名
家
へ
よ
く
来
遊
し
、
こ
と
の
ほ

か
こ
の
庭
園
を
好
ん
だ
の
で
、
「
大
石

良
雄
の
別
邸
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
石
良
雄
別
邸
は
、
明
治
29
年
に
焼

失
し
、
現
在
は
、
相
生
公
民
館
に
、
庭

園
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

㉒
神
崎
与
五
郎
孝
子
の
井
戸

赤
穂
義
士
四
十
七
士
の
一
人
、
神
崎

与
五
郎
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
母
の

病
気
を
治
す
た
め
に
、
毎
日
、
無
心
で

祈
願
し
て
い
る
と
、
井
戸
水
で
眼
を
洗

う
よ
う
お
告
げ
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に

使
っ
た
井
戸
水
は
、
神
崎
与
五
郎
孝
子

の
井
戸
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

▲神崎与五郎孝子の井戸

㉑相生那波大島山(大島城跡) ㉓大石良雄別邸跡
相生市那波大浜町25-11 相生市相生2-15-26
☎ 0791-22-1585(善光寺) 相生公民館内

㉒神崎与五郎孝子の井戸 ☎ 0791-22-7153
相生市那波本町
「那波公園」交差点を北西へ100ｍ、突当りを左折し200ｍ付近

㉑
相
生
那
波
大
島
山(

大
島
城
跡)

長
治
元
年
（
１
１
０
４
）
、
海
老
名

家
季
が
城
郭
を
築
い
た
の
が
大
島
城
の

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
武
３
年
（
１
３
３
６
）
、
新
田
義

貞
が
播
州
を
攻
め
た
時
に
落
城
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
島
山
は
、
相
生
湾
に
浮
か
ぶ
緑
の

美
し
い
離
れ
島
で
し
た
が
、
現
在
は
陸

続
き
で
、
頂
上
に
は
善
光
寺
（
海
老
名

家
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
が

起
源
）
や
住
吉
神
社
が
あ
り
ま
す
。

相 生 市

▲大島山にある善光寺

▲相生公民館にある大石良雄別邸の庭園
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㉔
万
葉
の
岬

つ
ば
き
園

相
生
湾
の
南
端
に
あ
り
、
瀬
戸
内
海

が
一
望
で
き
る
絶
景
の
ス
ポ
ッ
ト
。

国
道
２
５
０
号
線
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る

さ
い
の
休
憩
場
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

晴
れ
た
日
に
は
、
東
は
明
石
海
峡
大

橋
、
南
に
四
国
の
稜
線
、
西
は
小
豆
島

ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら
眺
め
る
朝
日
、

夕
日
が
見
事
で
、
多
く
の
人
を
魅
了
し

続
け
て
い
ま
す
。

㉔万葉の岬 つばき園 ㉕うまいか （湊水産）
ＪＲ相生駅から神姫バス「万葉の岬」行き終点下車すぐ 相生市大島町1-1
相生市相生字金ケ崎 ☎ 0791-23-3710
休園日：無休 （24時間開園 夜間は照明なし） 営業時間：9時～18時

入園料：無料 ㉖豆かりんとう（伊勢製菓）
駐車料：無料 相生市那波本町2-6

☎ 0791-22-1669
営業時間：9時～18時30分

園
内
に
は
「
つ
ば
き
園
」
が
あ
り
、

40
種
類
２
３
０
本
余
の
椿
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
12
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

赤
や
白
や
ピ
ン
ク
の
花
が
次
々
と
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。

潮
風
に
揺
れ
る
椿
を
見
て
歩
く
の
も

よ
し
、
芝
生
に
腰
を
お
ろ
し
、
瀬
戸
内

海
に
浮
か
ぶ
島
々
を
眺
め
る
の
も
楽
し

い
場
所
で
す
。

㉖
豆
か
り
ん
と
う
（
伊
勢
製
菓
）

懐
か
し
い
味
！

お
店
で
の
量
り
売
り
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
り
た
て
が
味
わ
え
ま
す
。

▲絶景ビューポイント！万葉の岬 つばき園

㉕
う
ま
い
か
（
湊
水
産
）

国
内
産
の
い
か
を
使
用
し
た
す
る
め

フ
ラ
イ
。
兵
庫
県
・
岡
山
県
限
定
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。



太子町

太
子
町
は
、
幹
線
沿
い
に
新
し
い
店
舗
が
立
ち
並
ぶ
活
気
あ
ふ

れ
る
町
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
町
を
歩
く
と
古
代
の
息
吹
を
感
じ

る
遺
跡
が
数
多
く
残
る
町
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

㉘
斑
鳩
寺

太
子
町
に
立
派
な
三
重
塔
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
町
の
北
西
に

位
置
す
る
斑
鳩
寺
で
す
。
こ
こ
で
は
、

事
前
に
頼
め
ば
副
住
職
が
お
寺
の
案
内

を
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
境
内
を
廻
る

だ
け
で
な
い
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
た

け
れ
ば
一
度
お
願
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
お
寺
の
名
前
に
も
な
っ
て
い

る
、
斑
鳩
（
鵤
）
と
は
、
何
の
こ
と
か

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

読
み
方
は
、
「
い
か
る
が
」
で
す
。

こ
れ
は
、
鳥
の
名
前
で
、
大
和
に
あ
る

太
子
の
宮
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
で
斑
鳩

の
美
し
い
鳴
き
声
が
響
い
て
い
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
前
が
採
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

な
お
、
斑
鳩
の
鳴
き
声
は
、
「
イ
カ

ル
コ
キ
ー
」
や
「
ツ
キ
ヒ
ホ
シ
ー
」
と

聞
こ
え
る
そ
う
で
す
。
境
内
で
耳
を
澄

ま
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

㉗太子町歴史資料館
揖保郡太子町鵤1310-1
ＪＲ網干駅下車、神姫バスのりかえ（山崎行き）「いかるが」下車
開館時間：10時～18時（入館は17時30分まで）
休館日：火（祝日は開館）、祝日の翌日（土、日の場合は、翌月曜日）
12月29日から翌年1月3日
観覧料：常設展無料
電話番号：079-277-5100

９

㉗
太
子
町
歴
史
資
料
館

歴
史
資
料
館
で
は
、
町
の
名
前
の
由

来
に
な
っ
た
聖
徳
太
子
の
足
跡
を
数
多

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
町
と
聖
徳
太
子
の
関
係
は
深
く
、

太
子
が
播
磨
国
に
与
え
ら
れ
た
荘
園
が

太
子
町
鵤
に
あ
り
、
太
子
建
立
と
伝
わ

る
法
隆
寺
の
荘
園
と
し
て
、
長
く
寺
を

支
え
る
収
入
源
に
な
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
子
町
内
に
残
る
飛
び
石
は
、

太
子
が
広
山
の
神
様
と
領
地
の
取
り
決

め
を
行
っ
た
時
に
壇
特
山
か
ら
投
げ
た

と
伝
わ
る
も
の
で
、
今
も
太
子
町
の
各

地
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

▲斑鳩寺正面門

㉘斑鳩寺
揖保郡太子町鵤709
ＪＲ網干駅下車、神姫バスのりかえ（山崎行き）「いかるが」下車
☎079-276-0022（境内案内は事前連絡必須）



㉙
宮
本
武
蔵
生
家
跡

宮
本
武
蔵
の
生
誕
地
争
い
が
あ
り
ま

す
。
岡
山
県
美
作
市
、
高
砂
市
な
ど
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
太
子
町
宮
本
村
も

生
誕
地
の
有
力
な
候
補
で
す
。
た
だ
、

太
子
町
宮
本
村
は
、
２
度
の
大
火
災
が

あ
り
、
武
蔵
生
誕
の
有
力
な
情
報
元
も

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

今
は
、
武
蔵
生
家
跡
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
場
所
に
古
井
戸
が
残
る
の
み

で
す
。

武
蔵
生
家
近
く
の
椋
は
、
武
蔵
が
幼

い
時
に
悪
さ
を
行
い
、
木
に
つ
る
さ
れ

お
仕
置
き
さ
れ
る
シ
ー
ン
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
木
で
す
。
な
お
、
こ
の
椋
も
片

方
が
少
し
焦
げ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

大
火
の
凄
ま
じ
さ
が
偲
ば
れ
ま
す
。

㉚
石
海
神
社

武
蔵
の
生
家
近
く
に
石
海
神
社
が
あ

り
ま
す
。
創
立
年
月
日
不
詳
で
す
が
、

参
拝
す
れ
ば
、
鳥
居
近
く
に
ワ
ラ
で
作

ら
れ
大
き
な
干
支
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

皆
さ
ん
を
出
迎
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
同
地
区
に
住
む
職
人
の
方
が

一
人
で
毎
年
作
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

新
年
の
始
ま
り
に
参
拝
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

㉛
太
子
山
公
園

階
段
も
整
備
さ
れ
て
い
る
太
子
山
は
、

散
歩
が
て
ら
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

頂
上
に
は
公
園
が
あ
り
、
「
和
を
以

て
貴
し
と
為
す
」
聖
徳
太
子
像
が
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
公
園
か
ら
は
、
太
子
町

を
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
で
見
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

㉜
民
俗
資
料
館

太
子
山
の
麓
に
あ
り
ま
す
。

太
子
町
福
地
に
あ
っ
た
民
家
を
移
築

し
た
も
の
で
、
芸
州
流
（
今
の
広
島
県

西
部
を
中
心
に
見
ら
れ
る
手
法
）
の
母

屋
は
、
茅
葺
き
屋
根
の
平
屋
で
、
内
部

に
日
常
の
生
活
に
使
っ
て
い
た
民
具
な

ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

㉝
黒
岡
神
社

こ
こ
に
祀
ら
れ
る
藤
原
貞
国
は
、

７
６
４
年
に
兵
庫
県
の
家
島
付
近
に
現

れ
た
新
羅
の
軍
船
を
打
ち
破
る
功
を
上

げ
播
磨
西
五
郡
を
与
え
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
今
は
、
黒
岡
明
神
と
し
て
人
々
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

㉙宮本武蔵生家跡
下記・石海神社の南

㉚石海神社
揖保郡太子町宮本168
県道725号「松原口」交差点を南へ１ｋｍ

㉛太子山公園
下記・太子町立民俗資料館の北を登る

㉜民俗資料館
揖保郡太子町鵤135-1
ＪＲ網干駅下車、神姫バスのりかえ（山崎行き）「東南西口」下車
開館時間：10時～17時（入館16時30分）
休館日：月、祝日の翌日（日除く）、12月28日から翌年1月3日
観覧料：無料
電話：079-277-3880（電話は、ひまわり館予約必須）

㉝黒岡神社
揖保郡太子町太田917
国道175号線「太田」交差点を北へ１ｋｍ10

▲干支が参拝客を迎える（石海神社）

▲聖徳太子像（太子山公園）

▲椋が枝を伸ばす（石海神社の南付近）

▲黒岡神社

▲民俗資料館の内部
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㉞宿場町平福
佐用町平福
中国自動車道佐用インターから北へ約10分

㉟船越山南光坊瑠璃寺
佐用町船越877
中国自動車道山崎インターまたは佐用インターより約30分

㊱三日月藩陣屋
佐用町乃井野966
開館日： 土曜日・日曜日・祝日(年末年始は休館日) 
開館時間：10時～16時
入館料：無料 ☎ 0790-79-3002(開館日のみ)
開館日以外 佐用町教育委員会☎0790-82-2424

㉞
宿
場
町
平
福

室
町
時
代
は
赤
松
氏
の
拠
点
で
、

江
戸
時
代
初
期
に
築
か
れ
た
利
神
城

の
城
下
町
を
起
源
と
し
ま
す
。

一
国
一
城
令
に
よ
る
利
神
城
廃
城
の

た
め
城
下
町
と
し
て
の
歴
史
は
短

か
っ
た
の
で
す
が
、
陣
屋
や
鳥
取
藩

本
陣
が
置
か
れ
、
因
幡
街
道
最
大
の

宿
場
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
」
を
出

発
。
２
時
間
も
あ
れ
ば
、
宿
場
町
を

１
周
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

道
の
駅
か
ら
智
頭
急
行
の
平
福
駅

に
向
か
い
ま
す
。
背
後
に
は
、
利
神

山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

ほ
ど
な
く
、
大
き
な
提
灯
が
目
印
の

陣
屋
門
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
宿
場
町

だ
け
に
、
本
陣
は
か
な
り
の
広
さ
で
、

現
在
は
素
戔
嗚
（
す
さ
の
お
）
神
社
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

宿
場
町
の
南
側
に
は
、
関
所
が
設
け

ら
れ
罪
人
の
処
刑
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
か
つ
て
宮
本
武
蔵
が
最
初

に
決
闘
を
し
た
場
所
や
吉
川
英
治
の
小

説
「
宮
本
武
蔵
」
に
ま
つ
わ
る
場
所
が

い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
並
み
は
、
格
子
窓
に
白
壁
漆
喰

で
統
一
さ
れ
て
お
り
シ
ッ
ク
な
装
い
で

す
。平

成
26
年
に
改
修
さ
れ
た
瓜
生
原
家

住
宅
で
は
、
案
内
所
の
ほ
か
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
、
町
の
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲平福駅と利神（りかん）城跡がある利神山

▲陣屋門にある大きな提灯のモニュメント▲改修された瓜生原家住宅の川側の入口

㉟
船
越
山
南
光
坊
瑠
璃
寺

新
西
国
第
三
十
三
番
霊
場･

播
磨
西

国
四
十
一
番
霊
場
、
船
越
山
南
光
坊

瑠
璃
寺
。

西
の
高
野
山
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
静
か
な
佇
ま
い
に
心
が

癒
さ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

以
前
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
平
福
。

再
度
、
訪
れ
た
宿
場
町
平
福
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
、

魅
力
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
！

佐用町

㊱
三
日
月
藩
陣
屋

森
氏
が
治
め
た
三
日
月
藩
陣
屋
を
訪

れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
遺
跡
で
あ
る

「
三
日
月
藩
乃
井
野
陣
屋
館
」
を
保

存
・
整
備
す
る
た
め
に
復
元
を
行
っ
た

も
の
で
、
物
見
櫓
の
煉
瓦
、
鎧
甲
、
絵

図
、
陣
屋
か
ら
出
土
し
た
瓦
・
陶
磁
器

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
か
ら
陣
屋
の
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
、
成
果
を
も
と
に
平
成
11
年

か
ら
17
年
に
か
け
、
石
垣
・
物
見
櫓
の

復
元
・
移
築
、
長
屋
・
長
屋
門
の
復
元

が
実
施
さ
れ
、
三
日
月
藩
乃
井
野
陣
屋

館
と
し
て
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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㊲田和の棚田
佐用町田和

中国自動車道佐用インターから15分

ＪＲ佐用駅からタクシーで10分
西はりま天文台から田和への散策は、徒歩で約30分

百
年
を
優
に
超
え
る
野
面
積
み
が
、
訪
れ
た
方
々
に
語
り
か
け
ま
す
。

年
の
瀬
を
迎
え
た
棚
田
交
流
人
と
の
収
穫
祭
の
日
、
新
し
い
年
を
迎
え

る
準
備
に
田
和
で
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

㊳
大
撫
山(

西
は
り
ま
天
文
台)

田
和
の
棚
田
か
ら
ほ
ど
な
い
山
道
を

入
り
、
大
撫
山
の
頂
上
ま
で
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
め
ま
す
。

道
中
は
緑
に
囲
ま
れ
、
生
態
系
の
豊

か
さ
を
感
じ
な
が
ら
30
分
ほ
ど
歩
き
ま

す
。急

に
視
界
が
開
け
山
頂
に
到
着
す
る

と
、
そ
こ
で
は
周
囲
の
山
々
が
眼
下
に

広
が
る
最
高
の
眺
望
を
味
わ
え
ま
す
。

ま
た
山
頂
に
開
設
す
る
西
は
り
ま
天

文
台
で
は
、
天
文
学
を
わ
か
り
や
す
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㊳大撫山(西はりま天文台)
中国自動車道佐用インターから10分
佐用町西河内407-2
☎0790-82-3886
開園時間：9時～21時

休園日：第2・第4月曜日（祝日の場合は翌日）

▲田和の棚田風景

絶
景
が
見
ら
れ
る
よ

㊲
田
和
の
棚
田

西
は
り
ま
天
文
台
か
ら
田
和
へ
の
遊

歩
道
、
淡
い
ピ
ン
ク
の
山
桜
と
ウ
グ
イ

ス
・
田
和
の
自
然
が
あ
な
た
を
歓
迎
し

ま
す
。

野
面
積
み
の
石
垣
が
映
え
る
田
和
の

棚
田
は
、
や
わ
ら
か
な
情
景
を
生
み
だ

し
て
い
ま
す
。

山椒

こごみ

せり

ゲンジボタル

春
は
山
菜
・
筍
・
ふ
き
の
と
う
・
や

ま
ぶ
き
・
こ
ご
み
・
せ
り
・
わ
ら
び
・

ぜ
ん
ま
い
・
山
椒
・
山
わ
さ
び…

６
月
に
入
る
と
、
清
ら
か
な
天
水
が

流
れ
る
川
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
川
面

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
湧
き
出
て
き
ま

す
。環

境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
リ
ス
ト
掲

載
の
「
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
」
も
愛
ら
し

い
姿
で
岩
陰
に
隠
れ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
暖
か
な
陽
ざ
し
を
受
け
て
、

田
和
の
棚
田
は
黄
金
色
に
輝
き
ま
す
。
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赤
松
円
心
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
播
磨

国
守
護
大
名
で
、
護
良
親
王
の
令
旨
を
奉
じ
京
都
・
六
波
羅
探

題
襲
撃
の
先
鋒
と
な
り
北
条
氏
を
討
伐
す
る
な
ど
、
足
利
幕
府

設
立
の
大
き
な
戦
力
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

㊴法雲寺
智頭急行 苔縄駅より徒歩５分
JR山陽本線 上郡駅より苔縄方面へ車で10分

㊵宝林寺・円心館
智頭急行 河野原円心駅より徒歩５分
国道３７３号線 河野原口より西へ500m

室
町
時
代
に
全
国
に
名
を
轟
か
せ
た

赤
松
一
族
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
赤
松
一
族
の
本
拠
地
が
こ
の
上

郡
町
で
す
。

赤
松
一
族
で
、
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
の

は
、
護
良
親
王
の
令
旨
を
奉
じ
、
京
都

六
波
羅
探
題
襲
撃
の
先
鋒
と
な
っ
た
赤

松
円
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

円
心
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時

代
に
お
け
る
守
護
大
名
で
、
室
町
幕
府

設
立
の
大
き
な
戦
力
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

円
心
に
会
い
に
行
く
に
は
、
法
雲
寺

と
宝
林
寺
の
円
心
館
が
お
勧
め
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

▲法雲寺 ビャクシン杉

▲宝林寺・円心館の赤松三尊像(許可を得て撮影しています）

㊴
法
雲
寺

法
雲
寺
は
１
３
３
７
年
、
円
心
が
高

僧
・
雪
村
友
梅
を
開
山
に
招
き
苔
縄
に

建
立
し
た
赤
松
氏
の
菩
提
寺
で
す
。

境
内
に
は
、
円
心
自
ら
手
植
え
し
た

と
さ
れ
る
樹
齢
７
０
０
年
の
ビ
ャ
ク
シ

ン
杉
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。
見
上
げ
る

と
、
そ
の
雄
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、

７
０
０
年
前
に
円
心
と
、
苗
木
が
確
か

に
こ
こ
に
い
た
の
だ
と
実
感
。

自
身
の
経
歴
や
座
禅
堂
建
設
に
ま
つ

わ
る
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
住
職
の
話
は

必
聴
で
す
。

㊵
宝
林
寺
・
円
心
館

宝
林
寺
は
１
３
５
５
年
、
円
心
の
三

男
・
則
祐
に
よ
っ
て
備
前
市
か
ら
河
野

原
に
移
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。

円
心
館
の
中
の
赤
松
三
尊
像
は
、
教

科
書
で
目
に
す
る
こ
と
も
あ
る
有
名
な

人
物
像
で
、
仏
像
を
中
心
に
創
作
活
動

を
行
っ
た
慶
派
の
作
。
慶
派
が
人
物
像

を
作
成
し
て
い
る
点
も
特
筆
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
赤
松
氏
ゆ
か
り
の
資
料

に
囲
ま
れ
、
住
職
の
話
を
聴
く
こ
と
で
、

そ
の
世
界
観
に
ど
っ
ぷ
り
入
り
込
め
ま

す
。

定休日・定休日：申込みより随時対応
電話番号：法雲寺 ☎ 0791-52-4129

宝林寺 ☎ 0791-52-1277 （松雲寺）
入館料： 法雲寺 無料

宝林寺 300円

上 郡 町

▲上郡町キャラクター 円心くんとエイトちゃん
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㊸
東
蔵

江
戸
時
代
に
創
業
し
た
西
脇
酒
造
の

「
東
の
蔵
」
と
し
て
、
酒
造
業
の
拠
点

で
あ
っ
た
が
、
昭
和
末
期
に
蔵
解
体
の

危
機
に
瀕
し
ま
し
た
。
結
局
、
解
体
は

ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
当
時
の
酒
樽
を
は
じ
め
と

す
る
酒
造
道
具
を
展
示
し
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
、
音
楽
や
芸
術
発
表
の
場

と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、
懐
か

し
い
空
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感

覚
に
襲
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ

心
地
よ
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
と

癒
し
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
訪

れ
る
だ
け
で
も
十
分
価
値
が
あ
り
ま
す
。
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㊷上郡町郷土資料館
JR上郡駅より東方面 徒歩15分
営業時間：水・金 ９時～17時(入館は16時30分まで)

土･日 ９時～16時(入館は15時30分まで)
定休日：月･火･木曜日12月28日～１月4日
☎ 0791-52-3737 入館料：無料

㊶いきいき交流ふるさと館
上郡町役場から岩木方面(北)へ約6km
営業時間：申込みにより随時
ふるさと喫茶 毎月第１・第3日曜日 9時～12時
☎ 0791-52-4605 上郡町立赤松公民館
入館料：無料(喫茶は有料)

㊸東蔵
JR上郡駅から東方面徒歩15分
営業時間：水～日曜日 (予約により下記休業期間も対応可)
定休日：月・火、７月～８月、12月～１月は休業
☎ 0791-52-6502 入館料：無料、喫茶コーナーあり(有料)

▲歴史のある農業用耕具の展示

こ
の
地
で
も
う
一
人
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
大
鳥
圭
介
で
す
。

１
８
３
２
年
に
医
者
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
儒
教
・
蘭
学
を
学
び
江
戸

幕
府
に
出
仕
、
そ
の
後
、
殖
産
興
業
を
は
じ
め
、
教
育
、
外
交
に
尽
力
し
、

日
本
の
近
代
国
家
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

㊶
い
き
い
き
交
流
ふ
る
さ
と
館

大
鳥
圭
介
関
連
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
場
所

で
す
。

岩
木
丙
に
あ
る
生
家
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
展
示
館
で
あ
り
、
地
元
活
性
化

を
目
的
と
し
た
施
設
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

圭
介
塾
の
塾
長
か
ら
、
懇
切
丁
寧
で

分
か
り
易
く
、
そ
れ
で
い
て
熱
い
講
義

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、
改
め
て
彼
の

功
績
と
偉
大
さ
に
心
打
た
れ
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
に
第
1
回
大
鳥
圭
介

検
定
が
実
施
さ
れ
、
合
格
者
に
は
認
定

証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
腕
試
し
に
ど
う
ぞ
。

㊷
上
郡
町
郷
土
資
料
館

こ
こ
で
は
、
上
郡
町
の
考
古
・
歴
史

民
俗
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示

し
公
開
し
て
い
ま
す
。

民
俗
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
近
現
代
の
生
活
用
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん

で
あ
っ
た
た
め
、
農
業
用
耕
具
が
比
較

的
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、
な
か
で

も
「
シ
バ
タ
式
」
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア

に
ま
で
輸
出
さ
れ
た
柴
田
工
業
の
農
機

具
は
存
在
感
抜
群
で
す
。

事
前
に
申
込
む
と
学
芸
員
の
解
説
に

よ
る
見
学
が
出
来
ま
す
。

▲酒樽と異空間に囲まれて

▲大鳥圭介の生家を復元した交流館



１
０
０
年
の
森
林
（
も
り
）
構
想
を
掲
げ
た
西
粟
倉
村
は
、
人
口

１
５
０
０
人
ほ
ど
の
源
流
域
の
小
さ
な
村
。

世
代
を
超
え
、
地
域
を
超
え
て
、
未
来
を
見
据
え
た
上
質
な
田
舎
づ

く
り
を
進
め
る
西
粟
倉
村
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

㊹
森
の
学
校

放
置
さ
れ
て
い
る
森
林
を
再
生
し
、

50
年
後
に
は
美
し
い
姿
で
地
域
再
生
を

図
る
と
い
う
１
０
０
年
の
森
林
構
想
。

そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
森
の

学
校
で
す
。

こ
こ
の
主
な
事
業
は
、
移
住
・
起
業

支
援
事
業
や
木
材
加
工
流
通
事
業
。

旧
影
石
小
学
校
を
利
用
し
、
27
人
が

働
い
て
い
ま
す
。

㊺
あ
わ
く
ら
温
泉
元
湯

こ
こ
は
、
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
も
の
を

移
住
し
て
き
た
若
者
が
再
生
。

平
成
28

年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

若
者
の
感
性
で
、
古
い
も
の
に
新
し

い
感
覚
を
融
合
さ
せ
、
素
敵
な
空
間
を

作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

１
日
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
村
、
西
粟

倉
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

㊹森の学校
中国自動車道佐用ＪＣＴより鳥取自動車道西粟倉インターから国道373号で北へ約3分
住所：岡山県英田郡西粟倉村影石895
☎ 0868-73-0338

㊺あわくら温泉元湯
中国自動車道佐用ＪＣＴより鳥取自動車道西粟倉インターから北へ約6分
住所：岡山県英田郡西粟倉村影石2050
開館時間：平日13時から20時 土日祝10時から20時
定休日：不定休
☎ 0868-79-2129
入浴料：中学生以上500円 小学生250円 未就学児 無料

▲温泉の前には、どこか懐かしい風景が広がります

▲あわくら温泉元湯の内観。古くて新しい空間に！
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西粟倉村

▲森の学校の外観。廃校となった小学校を利活用（上）
内部には、木工品が展示販売されています（右）



ぼ
く
ペ
ッ
カ
リ
ー
！

ふ
な
っ
し
ー
と
も

仲
良
し
だ
よ
！

ぼ
く
ペ
ッ
カ
リ
ー
！

ふ
な
っ
し
ー
と
も

仲
良
し
だ
よ
！

海
産
物
豊
か
な
漁
港
の
ま
ち
日
生
町
（
ひ
な
せ
ち
ょ
う
）
と
、

備
前
焼
発
祥
の
地
で
あ
る
伊
部
（
い
ん
べ
）
を
散
策
し
ま
し
た
。

㊻
た
ぬ
き
山
展
望
台
（
頭
島
）

㊼
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
中
南
米
美
術
館

㊻たぬき山展望台 (頭島)
山陽自動車道備前ICから南へ約30分

㊼BIZEN中南米美術館
ＪＲ日生駅から西へ徒歩8分 岡山県備前市日生町日生241-10 
営業時間：9時～17時(土･日･祝日のみ) 定休日：月～金(平日)
☎ 0869-72-0222 入場料：700円

㊽備前焼の里・伊部 備前焼伝統産業会館２Ｆ（備前焼陶友会）
ＪＲ伊部駅から徒歩1分 岡山県備前市伊部1657-7
営業時間：9時～17時30分
定休日：火曜日(祝日の場合は翌日)および12月29日から1月3日
☎ 0869-64-1001 入場料：無料

備前市

平
成
27
年
4
月
に
備
前
♥
日
生
大
橋

が
開
通
し
、
鹿
久
居
島(

か
く
い
じ
ま)

や
頭
島(

か
し
ら
じ
ま)

ま
で
車
で
の
通

行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
を
直
下
に
潮
風
を
感
じ
つ

つ
、
本
土
か
ら
5
分
で
頭
島
に
到
着
し

ま
す
。

島
で
最
も
高
い
た
ぬ
き
山
展
望
台
で

は
、
日
生
諸
島
な
ど
瀬
戸
内
の
大
パ
ノ

ラ
マ
を
楽
し
め
ま
す
。

日
生
町
に
古
代
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
遺

産
を
展
示
し
た
一
風
変
わ
っ
た
美
術
館

が
あ
り
ま
す
。
中
南
米
考
古
学
で
は
国

内
唯
一
の
施
設
で
あ
り
、
ア
ン
デ
ス
・

マ
ヤ
文
明
な
ど
多
数
の
土
偶
・
石
器
・

織
物
に
囲
ま
れ
る
と
、
数
千
年
前
の
異

国
の
地
へ
意
識
が
転
送
さ
れ
ま
す
。

運
が
良
け
れ
ば
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ペ
ッ

カ
リ
ー
」
が
歌
を
披
露
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

Ｊ
Ｒ
伊
部
駅
を
起
点
と
し
、
備
前
焼

の
里
を
巡
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

駅
併
設
の
備
前
焼
伝
統
産
業
会
館
２

階
で
備
前
焼
陶
友
会
の
展
示
即
売
場
を

回
り
、
駅
舎
南
の
歩
道
橋
か
ら
伊
部
南

大
窯
跡
を
望
み
ま
す
。

伊
部
駅
か
ら
北
へ
歩
を
進
め
る
と
、

郷
愁
漂
う
街
道
沿
い
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

陶
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
窯
元
が
立
ち
並
び
、

雰
囲
気
に
魅
入
る
と
同
時
に
時
間
が
経

つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

㊽
備
前
焼
の
里
・
伊
部

閑
谷
学
校
は
現
存
す
る
世
界
最
古
の

「
庶
民
の
た
め
の
公
立
学
校
」
で
、
平
成

27
年
4
月
に
は
近
代
日
本
教
育
遺
産
群
と

し
て
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
の
周
囲
は
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
す

が
、
講
堂
の
中
は
静
け
さ
の
中
に
凛
と
し

た
緊
張
感
が
走
り
、
学
問
の
心
構
え
が
自

然
と
身
に
つ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

㊾
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

㊾特別史跡旧閑谷学校
山陽自動車道備前ICから西北へ約15分

岡山県備前市閑谷784 
営業時間:9時～17時
定休日:12月29日から31日
☎ 0869-67-1436
入場料:400円（65歳以上200円、小中学生100円）
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▲瀬戸内海を一望できる展望台

▲学問の礎を築いた旧閑谷学校

▲伊部のまち並みで何を想う



⑭沖田遺跡公園
⑮田中遺跡公園
⑯有年考古館
⑰桃井ミュージアム
⑱田淵記念館
⑲坂越のまち並み
⑳山鹿素行像

㊴法雲寺
㊵宝林寺・円心館
㊶いきいき交流ふるさと館
㊷上郡町郷土資料館
㊸東蔵

㊹森の学校
㊺あわくら温泉元湯

㊻たぬき山展望台(頭島)
㊼BIZEN中南米美術館
㊽備前焼の里・伊部
㊾特別史跡旧閑谷学校

㉞宿場町平福
㉟船越山南光坊瑠璃寺
㊱三日月藩陣屋
㊲田和の棚田
㊳大撫山
(西はりま天文台)

宍粟市

①本多公園
②青蓮寺
③大雲寺
④庭田神社とぬくゐ川の泉
⑤家原遺跡公園
⑥波賀町安賀
⑦妙見夏祭り

佐用町

たつの市

上郡町

相生市

赤穂市

西粟倉村

備前市

㊿西播磨地域ビジョン委員会
キラリ発見☆西播磨
～光を当てる♪～チーム

執筆：第７期西播磨地域ビジョン委員会 キラリ発見☆西播磨～光を当てる♪～チーム
国里吉文・澁江慎治・手嶋佳凡・中田勝康・春名千代・藤野貴也・
船引久志・前澤 功・水守知一・水守美和子・宮本一成・和井秀明

レイアウト編集：特定非営利活動法人 奥播磨夢倶楽部「おくはりま編集室」

⑧城下町龍野
⑨霞城館 ⑩龍野城
⑪室津の牡蠣
⑫室津海駅館
⑬賀茂神社

㉗太子町歴史資料館
㉘斑鳩寺
㉙宮本武蔵生家跡
㉚石海神社
㉛太子山公園
㉜民俗資料館
㉝黒岡神社

西
播
磨
に
は
「
エ
ー
と
こ
」

が
い
っ
ぱ
い
！
あ
る
よ
。

㉑相生那波大島山(大島城跡)
㉒神崎与五郎孝子の井戸
㉓大石良雄別邸跡
㉔万葉の岬 つばき園
㉕うまいか(湊水産)
㉖豆かりんとう(伊勢製菓)

太子町

養父市

神河町

朝来市

姫路市

鳥

取

県

岡

山

県
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